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論文審査結果の要旨 
 
本論文は、配偶者と死別した高齢者が、住み慣れた地域で人生の最期まで生活するため
の支援に資する基礎資料を得ることをねらいとして、配偶者の死に備えて準備すべき内
容と、準備行動に影響する要因を明らかにすることを目的として研究した結果について
まとめたものであり、得られた成果は次のとおりである。 
本論第 1節では配偶者との死別後に必要な準備内容を解明するために、配偶者と死別し
た高齢者を対象にした面接調査が述べられている。質的解析の結果、必要な準備内容と
して友人や隣人との良好な人間関係の構築、日常生活での自立、が明らかにされた。 
本論第 2 節では配偶者の死別後の生活への自信に影響する要因を明らかにするための
質問紙調査が述べられている。他者との人間関係や日常生活の自立と、配偶者と死別後
の生活への自信との関連をχ2検定等で検討した結果、健康状態のよい人、他者との人
間関係がある人、また精神的に自立している人が、死別後の生活への自信が高いことが
明らかにされた。 
本論第 3節では、高齢者における日常生活の自立、他者との人間関係、死に備えての準
備の 3者の関係を明らかにするため質問紙調査が行われ、構造方程式モデリングを用い
て解析がなされている。その結果、日常生活の自立は他者との人間関係を介して死に備
えての準備に関連していることが明らかにされた。 
従って本論文では、配偶者の死に備えて準備すべき内容として、他者との良好な人間関
係の構築、日常生活の自立が明らかにされ、これらは死別後の自信に関連することも明
らかにされた。更に日常生活の自立と他者との人間関係は直接あるいは間接的に準備行
動に関連し、これらを支援することが配偶者の死に備えての準備を促進することにつな
がる可能性が示唆された。本研究では、高齢者が人生の最期まで住み慣れた地域で生活
できるための、配偶者の死に備えての準備を推進するために意義のある結果が示されて
いる。 
以上の結果より、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士
（看護学）の学位論文として価値あるものと認める。 
 
 
